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研究成果の概要（和文）：知的障害者施設など多くの社会福祉施設は感染管理専門家が不在であり、初期対応の
遅れを原因とするアウトブレイクが多く発生している。そこで感染管理未経験の施設管理者や感染対策に関心の
低いコ・メディカルなどの人的環境に着目し、感染管理体制構築に向け以下の取り組みを行った。
1．感染管理未経験の施設管理者が、自施設の感染管理リスクレベルを評価することができる「感染管理評価プ
ログラム」を作成した。2．感染対策の協力を得ることが困難な知的障害者が利用する施設に特化した「感染対
策マニュアル」を作成した。3．療養環境が未整備の施設や感染対策に感心の低い「コ・メディカルを対象とし
た教育」の内容について検討した。

研究成果の概要（英文）：An infection management specialist is absence in many social welfare 
facilities mentally-disabled person facilities, and an outbreak occurs much from delay corresponding
 to an early stage. So I aimed at the human environment of the KO medical that infection management 
has little interest in an inexperienced administrator of facilities and an infection measure and did
 the following match for infection control system building.
1. An administrator of facilities of infection management inexperience made the "infection 
management evaluation program" which can estimate the infection management risk level of the 
self-facilities.2. "Infection measure manual" specialized in the facilities the mentally-disabled 
person for whom it's difficult to get cooperation of an infection measure uses was made.3. The 
facilities with the unimproved recuperation environment and the contents of "the education which 
made a KO medical the subject" by which admiration has in an infection measure were considered.

研究分野： 感染管理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　感染（安全）管理への取り組みは、施設職員が感染対策に関心を持ち、自施設の感染対策の現状を把握するこ
とから始まる。本研究で作成した「感染管理評価プログラム」や、感染対策の協力を得ることが困難な知的障害
者が利用する施設に特化した「感染対策マニュアル」及び、療養環境が未整備の施設や感染対策に感心の低い
「コ・メディカル」を対象とした教育内容の検討結果は、施設管理者だけでなく、感染対策への関心が高くはな
い職員をも対象としている。従って、障害者施設だけではなく、広く社会福祉施設での活用が可能であり、感染
管理専門家が不在の施設における感染管理体制構築に大きく貢献することができると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
（１）中小規模精神科病院や知的障害者施設などの社会福祉施設では、感染対策に投じることが
できる予算やマンパワーは限られている。また、多くの施設では感染管理専門家が不在であり、
また医療機関等との連携もできていないため、アウトブレイクなど患者や利用者の生命に関わ
る問題が発生しても、異常事態と認識するまでに時間を要する。そのため初期対応が遅れ、感染
が拡大してから感染管理専門家に支援要請する現状がある。終息までに長期間を要し、施設のサ
ービス提供や事業継続が困難となる期間が長期化することに伴い、利用者にとっても自立機能
を大きく後退させるなど大きな影響を及ぼす結果につながる。感染拡大を起こさない感染管理
体制の構築が求められている。  
 
２．研究の目的 
（１）感染（安全）管理への取り組みは、施設管理者の危機意識がないと進まない。多くの施設
管理者は感染管理・感染対策に対するリスクを認識しているが、感染管理未経験の施設管理者が
自施設の感染管理・感染対策を客観的に評価する方法が存在しない。 
（２）精神科疾患や知的障害などの利用者は、疾患や障害の特性から感染対策に協力することが
困難であるため、特性に応じた感染対策が求められる。また介護福祉職を中心とするコ・メディ
カルの多くは、系統的に感染対策の専門教育を受けていないため、感染対策に関する知識や技術
が不十分である。 
（３）感染管理未経験の施設管理者が自施設の感染管理・感染対策の現状を自己評価することが
できる「感染管理評価プログラム」を作成する。また、感染対策の協力を得ることが困難な利用
者を対象とする施設に特化した「感染対策マニュアル」を作成する。そして、感染対策に関する
知識や技術が不十分な職員を対象とした「コ・メディカルを対象とした教育内容」について検討
する。 
（４）精神科患者や知的障害者と共通する特性を有する利用者を対象とする社会福祉施設など
に広く情報発信し、感染管理体制の充実を図ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 精神科病院や知的障害者施設の感染管理・感染対策の現状について情報収集したのち、以下の
取り組みを行った。 
（１）感染管理が未経験の施設管理者が、自施設の感染管理・感染対策の現状を自己評価するこ
とができる「感染管理評価プログラム」を作成した。 
（２）感染対策の協力を得ることが困難な利用者（知的障害者など）を対象とする施設に特化し
た「感染対策マニュアル」を作成した。 
（３）感染対策に関する専門教育を系統的に学修していない、知識や技術が不十分な職員を対象
とした「コ・メディカルを対象とした教育内容」について検討した。 
 
４．研究成果 
（１）「感染管理評価プログラム」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価項目は「①院内感染防止体制（表 1）」「②標準予防策と感染経路別予防策」「③サービス・

場面に応じた感染防止対策」「④集団感染発生時の対応」の 4項目から構成しており、さらに中
項目、小項目と細分化し、最終的に合計 56 項目について自己評価する。評価はそれぞれの項目
ごとに、「不十分な体制（対策・対応）（0点）」「標準的体制（対策・対応）（1点））「充実した体

（表 1） 



制（対策・対応）（2 点）の 3 段階であり、自施設の現状に合った評価項目を選択し、合計点か
ら自施設の感染管理リスクレベルを評価する。評価項目の「充実した体制（対策・対応）」が目
標とするレベルであり、改善策の具体となる。定期的に評価をすることで経時的に感染対策への
取り組み状況を把握することができ、また他施設と比較することでより客観的に自施設を評価
することにつながる。 
（２）感染対策の協力を得ることが困難な利用者（知的障害者など）を対象とする施設に特化し
た「感染対策マニュアル」 

利用者は、疾患の特性から下痢や嘔気など体調不良を訴えることが難しい。そのため、初期対
応が遅れることにより感染が拡大し（図 1）、インフルエンザやノロウイルス胃腸炎などの冬季
流行性感染症のアウトブレイクが発生するリスクが高くなる①。感染対策マニュアルが存在して
も、アウトブレイク発生時の対応が記載されていない施設が多かったことから、通所と入所にわ
け、フローチャートで示すなど行動レベルまで記載したマニュアル作成に取り組んだ（図 2）。
また多くの施設でアウトブレイクを繰り返しているノロウイルス胃腸炎については、個人防護
具の着脱方法と嘔吐・排泄物処理方法、及び消毒薬②に関する内容に重点をおいた。 
 
 

 
 
  
 
 
  
  
  
  
  
  
 
  
（３）「コ・メディカルを対象とした教育内容」 
 知的障害者施設を中心とする社会福祉施設における感染対策の現状を踏まえ、「現在問題とな
っていること」及び「必要な取り組み」をリストアップし、「早急に必要な教育内容」「必要な教
育内容」「施設管理者に必要な教育内容」に分類した（表 2）。 
 
 
 
 
 
 
   
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 例年、多くの施設でノロウイルス胃腸炎のアウトブレイクが頻発していることから、実際に複
数の施設で職員研修を行った。研修は、講義（流行しやすい時期、ノロウイルス胃腸炎の特徴な
ど）と演習（個人防護具の着脱、嘔吐物の処理方法）の両方を行い、また単年ではなく継続して
毎年行うことで、介入施設ではアウトブレイクの発生がみられなくなった。 
（４）感染管理専門家が不在の施設では、感染症発生時の初期対応を迅速に行うことができるよ
う感染管理体制を構築しておくことが重要である。自施設の感染管理・感染対策の現状を把握し、
緊急性の高い改善策を明らかにし、必要な感染対策を導入していく。そして、職員全員が感染対
策に関心を持ち続けることができるよう、継続した職員教育を行うことで施設全体の感染対策
の底上げが可能となる。 

（図 1） （図 2） 

（表 2） 
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